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またぐ価値連鎖、とりわけ先進工業国を市場とする国際価値連鎖の多くでは、分業体制の全体を統括するリーダー格 企業が存在するこ が分かります。国際価値連鎖論では、こ ような企業を「主導 」と呼びます。主導企業の多くは、米 や日本のような先発工業国の企業です。
　他方、今日では、多くの価値連鎖に発展
途上国の企業が広く参加するようになっています。これらの企業の多くは、大量生産や定型化された設計活動の一部 いった機能を、先進国企業によって割り当てられ、担っています。従って、その成長の可能性はしばしば先進国企業の戦略に大きく依存していますし、先進 との関係も非対称的なものとなって のような企業は、サプライヤーと呼ばれたり、あるい
はその受け身的な立場を強調して「従属企業」と呼ばれたりします。●価値連鎖の類型区分
　ある価値連鎖への参加が途上国企業に与




ロ、パソコン アップル、ＨＰ いった主導企業は、製品の設計や生産を もっぱら台湾や韓国、中国等 企業に委託しています。これらのブランド企業は、商品企画とマーケティング活動に専念しており、生産はほとんど行っていません。しかし これらの産業では、市場の変化を的確につかんだり、これを敏感に反映した製品を 画
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も っ と や さ し い






たり、優れたブランドイメージを作りだしたりすることが何よりも重要な競争の鍵であるため、ナイキやアップルのようなブランド企業が、ものづくりを行うこと しに生産の全体をコントロールしている です。このような価値連鎖は、生産されたモノを買い付ける立場にある企業によって主導されている で、 「バイヤーによって主導された価値連鎖」と呼ばれま 。
　これに対して自動車産業では、トヨタや
ＧＭのような組立メーカーが主導企業となり、生産システムの頂点にたって、複雑な部品調達体制の全体像をコントロールしています。自動車産業では、生産や管理の技術が鍵であり、多額 設備投資が必要ですので、組立メーカーが価値連鎖 リーダーとなり、 「生産者が主導する価値連鎖」が形成されます。
　価値連鎖のパターンは、主導企業とサプ










際には、これに参加するこ によって後発工業国企業はどのような技術や情報を獲得することができるのか、主導企業の側には、サプライヤーの成長を後押しする動機があるのか、それ もサプライヤーの成長を牽制し、従属的な地位に封じ込め とする誘因が働くのか、といった点に注目する必要があります。●問題発見のためのツ ルとして
　国際価値連鎖論は、国境をまたいで展開
する企業間取引に関心を寄せる社会学者、経営学者、経済地理学者たち 対話の中から生まれた緩やかな問題 枠組みです。これは、問題の切り口を設定するため 視点であって、応用力に優れた分析ツールでも、複雑な現実を鮮やかに説明する理論でもありません。
　しかし、国際価値連鎖の着眼点を導入し
てみると、経済のグローバル化という大きな潮流が、発展途上国の経済社会をどのように巻き込み、その現場を変えているのか、そこではどのようなチャンスと制約が生まれているのかが見えてきます。国際価値連鎖論は、緩やかな枠組みであるがゆえに広い応用可能性を秘めた道具立てであると言えるでしょう。
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